
雇
用
多
様
化
と
労
使
関
係
の
課
題
 

　
 
―
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
中
心
に
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
明
治
大
学
経
営
学
部
専
任
講
師
　
山
下
　
充
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１
．パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の 

　
　 

労
働
条
件 

　
雇
用
形
態
の
多
様
化
が
急
速
に
進
展
し
て

い
る
。
日
本
と
欧
米
で
同
時
に
進
展
し
て
い

る
こ
の
現
象
は
、
企
業
の
雇
用
形
態
や
労
働

力
活
用
の
方
法
に
、
従
来
以
上
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
認
め
る
こ
と
で
、
組
織
と
労
働
市

場
に
柔
軟
性
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
雇
用

形
態
の
多
様
化
は
、
企
業
に
と
っ
て
は
経
済

環
境
の
変
化
と
業
務
内
容
の
特
性
に
対
応
し

た
よ
り
適
合
的
な
労
働
力
構
成
を
可
能
と
し
、

ま
た
、
労
働
者
に
と
っ
て
は
自
ら
の
ス
キ
ル

や
生
活
様
式
に
応
じ
た
自
由
度
の
高
い
就
業

機
会
を
広
げ
る
点
に
お
い
て
，
相
互
に
有
益

な
就
業
形
態
と
な
り
う
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

国
ご
と
の
経
済
条
件
や
社
会
シ
ス
テ
ム
の

違
い
に
よ
り
、
柔
軟
性
が
実
現
す
る
目
的
や

派
生
す
る
問
題
、
政
府
の
政
策
方
針
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
日
本
に
お
け

る
雇
用
多
様
化
の
現
状
を
み
る
か
ぎ
り
に
お

い
て
は
、
企
業
と
労
働
者
の
双
方
に
メ
リ
ッ

ト
の
あ
る
「
二
一
世
紀
に
相
応
し
い
労
働
ス

タ
イ
ル
」
と
い
う
面
よ
り
も
、
低
い
労
働
条

件
を
受
容
す
る
労
働
者
層
を
拡
大
さ
せ
て
い

る
、
と
捉
え
る
の
が
一
般
的
な
見
方
で
あ
ろ

う
。
雇
用
多
様
化
に
関
す
る
議
論
の
多
く
も

こ
の
論
点
に
集
ま
っ
て
い
る
。 

　
九
〇
年
代
を
通
じ
て
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
賃
金
格
差
は
拡
大
し
た
。
女
性
の

一
般
労
働
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
賃

金
格
差
は
、
一
般
労
働
者
を
一
〇
〇
と
し
た

場
合
、
一
九
九
〇
年
が
五
八
・
九
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
一
年
は
五
四
・
三
と

な
っ
て
い
る（
１
）。
格
差
の
程
度
は
、
企
業

規
模
が
大
き
い
ほ
ど
、
ま
た
、
第
二
次
産
業

よ
り
も
第
三
次
産
業
に
お
い
て
大
き
く
、
一

部
の
業
種
を
除
い
て
、
全
般
的
に
格
差
は
拡

大
傾
向
に
あ
る
。 

 

雇
用
多
様
化
の
要
因
に
つ
い
て
、
企
業
の

採
用
理
由
か
ら
み
る
と
、
契
約
社
員
、
出
向

社
員
は
、
職
務
内
容
を
基
準
に
し
た
理
由
が

高
い
の
に
対
し
て
、
パ
ー
ト
、
派
遣
、
請
負

で
は
い
ず
れ
も
人
件
費
節
約
を
理
由
と
す
る

企
業
が
最
も
多
い
。
パ
ー
ト
に
つ
い
て
み
る

と
、
人
件
費
節
約
を
理
由
と
す
る
企
業
の
割

合
は
、
九
〇
年
の
二
一
％
か
ら
、
〇
一
年
の

六
五
・
三
％
へ
と
大
幅
に
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
割
合
は
、
契
約
社
員
、
派
遣
社
員
に
お

い
て
も
増
加
傾
向
に
あ
る（
２
）。
国
内
に
つ

い
て
み
る
と
、
雇
用
多
様
化
に
は
人
件
費
抑

制
の
手
段
と
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
り
、
近

年
の
賃
金
格
差
の
拡
大
は
こ
の
よ
う
な
企
業

側
の
理
由
が
背
景
に
あ
る
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。 

   

２
．パ
ー
ト
賃
金
が 

　
　 

家
計
で
基
幹
化 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
と
い
う
働
き
方
は
生
活
を
支
え
る
手
段

と
し
て
着
実
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。
従

来
か
ら
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
正
社
員
並
の

仕
事
を
担
う
「
パ
ー
ト
の
基
幹
化
」
が
論
じ

ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
の
経
済
環
境
の
も
と
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
働
き
方
に
よ
り
構
造
的

な
変
化
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
パ

ー
ト
賃
金
の
「
家
計
に
お
け
る
基
幹
化
」
、

パ
ー
ト
就
労
の
「
非
自
発
化
」
、
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
「
管
理
職
化
」
お
よ
び
「
シ
ン
グ

ル
化
」
と
し
て
表
れ
、
古
典
的
な
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
―
―
単
純
・
補
助
労
働

に
従
事
す
る
家
計
補
助
的
な
労
働
形
態
―
―

が
ま
す
ま
す
妥
当
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。 

　
『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
総
合
実
態
調
査
』

（
一
九
九
五
、
二
〇
〇
一
）
に
よ
る
と
、
過

去
六
年
間
に
お
い
て
、
女
性
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
働
く
理
由
で
は
、
「
家
計
の
足
し
に
す

る
た
め
」
と
す
る
回
答
が
微
減
し
て
い
る
の

に
対
し
、
「
生
活
を
維
持
す
る
た
め
」
と
す

る
回
答
は
パ
ー
ト
で
三
〇
・
二
％
か
ら
四
二
・

六
％
、
正
社
員
と
同
等
以
上
の
時
間
働
く
「
そ

の
他
」
で
四
六
・
八
％
か
ら
六
一
・
八
％
と
、

ど
ち
ら
も
大
き
く
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

主
に
自
分
の
収
入
で
生
活
す
る
者
は
、
パ
ー

ト
で
一
五
・
〇
％
か
ら
一
八
・
五
％
、
「
そ

の
他
」
で
二
五
・
三
％
か
ら
三
四
・
三
％
へ

と
、
い
ず
れ
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

変
化
は
、
パ
ー
ト
の
賃
金
が
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
の
い
る
世
帯
の
家
計
に
お
い
て
よ
り
重
要

な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
。
い
わ
ば
パ
ー
ト
賃
金
の
「
家
計
に
お

け
る
基
幹
化
」
と
で
も
呼
べ
る
状
況
を
示
し

て
い
る
。 

　
さ
ら
に
、
パ
ー
ト
を
選
ぶ
理
由
に
つ
い
て

み
る
と
、
家
事
・
育
児
・
介
護
等
の
「
家
庭

責
任
」
を
理
由
と
す
る
者
、
時
間
や
数
と
な

ど
の
自
己
都
合
を
理
由
と
す
る
者
の
割
合
が

減
少
傾
向
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
正
社
員

の
仕
事
が
な
か
っ
た
」
と
す
る
者
の
割
合
は
、

パ
ー
ト
で
一
四
・
三
％
か
ら
二
〇
・
八
％
、

「
そ
の
他
」
で
三
三
・
〇
％
か
ら
三
七
・
六

％
へ
と
増
加
し
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
自
己

都
合
」
で
は
な
く
、
非
自
発
的
理
由
で
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
に
な
る
者
が
増
加
す
る
、
パ
ー

ト
就
労
の
「
非
自
発
化
」
が
進
展
し
て
い
る

こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。 

 

ま
た
、
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
パ
ー
ト
の

比
率
は
、
パ
ー
ト
で
二
二
・
四
％
か
ら
二
七
・

四
％
、
「
そ
の
他
」
で
は
三
九
・
七
％
か
ら 
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五
〇
・
四
％
へ
と
過
半
数
を
上
回
る
状
況
と

な
り
、
長
時
間
働
く
パ
ー
ト
の
間
で
「
シ
ン

グ
ル
化
」
が
は
っ
き
り
と
示
さ
れ
、
従
来
型

の
「
主
婦
パ
ー
ト
」
と
い
う
概
念
化
が
、
こ

の
層
に
関
し
て
は
あ
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
て

き
た
。 

 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
管
理
的
職
務
に
就
く

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
も
近
年
の
傾
向
で
あ

る
。
役
職
に
つ
く
パ
ー
ト
は
、
四
・
六
％
か

ら
一
一
・
四
％
へ
、
「
そ
の
他
」
で
は
八
・

一
％
か
ら
一
四
・
〇
％
へ
と
増
加
し
て
い
る
。

役
職
の
中
で
最
も
高
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
「
部
課
長
・
部
課
長
代
理
ク
ラ
ス
」
に

つ
く
者
は
，
パ
ー
ト
で
は
一
・
〇
％
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
「
そ
の
他
」
で
は
実
に
一
四
・

四
％
に
も
の
ぼ
る
。
管
理
職
務
に
就
く
者
の

全
体
に
占
め
る
割
合
こ
そ
少
な
い
も
の
の
、

「
パ
ー
ト
管
理
職
」
は
流
通
・
飲
食
業
な
ど

で
は
か
な
り
普
及
し
た
形
態
と
な
っ
て
お
り
、

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
中

で
極
め
て
広
範
な
労
働
実
態
が
展
開
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

   

３
．依
然
、労
使
関
係
の 

　
　 

「
外
部
」
に 

 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
こ
の
よ
う
な
変
化
を

う
け
て
、 

二
〇
〇
二
年
か
ら
半
年
を
か
け

て
厚
生
労
働
省
・
労
働
政
策
審
議
会
雇
用
均

等
分
科
会
に
お
い
て
、
正
社
員
と
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
間
の
公
正
な
処
遇
の
あ
り
方
が
検

討
さ
れ
て
き
た
。
分
科
会
で
は
、
均
等
待
遇

原
則
の
法
制
化
を
求
め
る
労
働
者
側
に
対
し

て
、
使
用
者
側
は
雇
用
管
理
は
個
別
企
業
の

労
使
自
治
の
問
題
で
あ
る
と
し
、
双
方
の
立

場
が
鮮
明
と
な
り
、
パ
ー
ト
を
め
ぐ
る
問
題

が
政
労
使
に
よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
レ
ベ
ル
で
の

合
意
を
探
る
こ
と
が
難
し
い
イ
シ
ュ
ー
で
あ

る
こ
と
を
端
的
に
示
し
た
。 

　
企
業
の
労
使
関
係
レ
ベ
ル
に
目
を
転
じ
て

も
状
況
は
厳
し
い
。
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
依

然
と
し
て
労
使
関
係
の
「
外
部
」
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
。
過
去
五
年
（
一
九
九
八
〜
二
〇

〇
三
年
）
の
間
で
、
短
時
間
雇
用
者
数
は
一

四
一
万
人
増
加
（
九
五
七
万
人
か
ら
一
〇
九

八
万
人
へ
）
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
合
員
数
は
、
九
万
人

の
増
加
（
二
四
万
人
か
ら
三
三
万
人
）
で
あ

り
、
推
定
組
織
率
は
二
・
五
％
か
ら
三
・
〇

％
へ
と
、
〇
・
五
％
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
て

い
る（
３
）。 

　
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
低
組
織
率
の
要
因
の

ひ
と
つ
は
、
労
働
組
合
の
組
織
化
意
欲
の
低

さ
に
あ
る
。
一
九
九
八
年
の
調
査（
４
）で
近

年
の
動
向
を
み
て
も
、
パ
ー
ト
拡
大
へ
向
け

た
組
織
化
の
遅
れ
が
目
立
つ
。
パ
ー
ト
を
組

合
員
と
し
て
い
な
い
組
合
（
九
五
・
一
％
）

の
組
織
化
の
方
針
に
つ
い
て
、
そ
の
内
訳
は
、

「
組
織
化
の
取
り
組
み
は
し
て
い
な
い
」
が

最
も
多
く
八
四
・
七
％
で
、
以
下
、
「
組
織

化
の
方
向
で
努
力
し
て
い
る
」
が
九
・
七
％
、

「
準
組
合
員
と
し
て
い
る
」
が
四
・
八
％
、

「
該
当
労
働
者
が
加
入
し
て
い
る
組
織
と
連

携
し
て
い
る
」
が
〇
・
九
％
と
な
っ
て
い
る
。 

　
こ
の
傾
向
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
加
入

資
格
の
状
況
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
。
労
使

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
（
労
働
省
一
九

九
九
）
に
よ
る
と
、
所
属
企
業
に
労
働
組
合

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
従
業
員
の
割
合
は
、
一
般
労
働
者

で
は
一
三
・
九
％
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
パ

ー
ト
タ
イ
マ
ー
で
は
過
半
数
の
五
三
・
六
％

に
の
ぼ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
未
加
入
者

の
内
、
約
八
二
％
が
組
合
に
加
入
資
格
が
な

い
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
る
。 

　
パ
ー
ト
の
組
織
化
の
遅
れ
は
、
そ
も
そ
も

労
働
組
合
が
組
織
拡
大
を
重
視
し
て
い
な
い

こ
と
、
ま
た
、
組
織
化
の
対
象
は
正
規
従
業

員
が
中
心
で
あ
る
こ
と
が
大
き
い
。
『
労
働

組
合
実
態
調
査
報
告
』（
労
働
省
一
九
九
八
）

に
よ
る
と
、
組
織
拡
大
を
「
重
点
課
題
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
」
組
合
が
二
三
・
九
％

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
必
ず
し
も
重
点
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
な
い
」
と
す
る
組

合
は
七
五
・
九
％
に
達
す
る
。
こ
の
内
、
重

点
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
組
合
が
特

に
取
り
組
ん
で
い
る
対
象
は
、
一
般
従
業
員

が
最
も
多
く
七
二
・
二
％
で
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
は
こ
れ
に
次
ぐ
二
二
・
三
％
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
他
の
対
象
で
は
、
正
規
で
は
「
管

理
職
・
専
門
職
」
が
一
五
・
九
％
、
「
定
年

退
職
者
」
が
一
一
・
六
％
、
非
正
規
で
は
「
臨

時
労
働
者
」
が
一
四
・
九
％
、
「
他
社
か
ら

の
派
遣
労
働
者
」
が
三
・
〇
％
と
な
っ
て
い

る
。 

   

４
．「
内
部
化
」
と
「
脱
パ
ー
ト
化
」 

 

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
均
衡
処
遇
や
組
織
化

は
こ
れ
か
ら
の
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
が
、

仮
に
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
が
「
内
部
化
」
す
る

こ
と
で
労
働
条
件
が
向
上
し
た
場
合
、
そ
れ

は
企
業
や
労
働
者
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
状

況
を
生
み
だ
す
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
問
題
に
い
ち

早
く
取
り
組
ん
だ
組
合
の
事
例
研
究
が
示
唆

的
で
あ
る（
禿
二
〇
〇
一
）。 

 

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
Ａ
社
で
は
、
一
九

六
〇
年
代
か
ら
臨
時
工
に
か
わ
り
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
は
、
仕
事
内
容
が
本
工
と
区
別
さ
れ
、

既
婚
女
性
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、

正
社
員
と
同
様
の
制
度
適
用
を
強
く
望
ま
な

か
っ
た
。
組
合
も
い
か
な
る
基
準
で
処
遇
の

向
上
を
は
か
る
か
に
つ
い
て
そ
の
対
策
方
針

に
つ
い
て
「
揺
れ
」
が
存
在
し
て
い
た
。
使

用
者
も
、
臨
時
工
問
題
の
時
と
異
な
り
、
労

使
交
渉
に
お
い
て
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
身
分

保
障
と
組
合
に
よ
る
組
織
化
に
強
く
抵
抗
し

た
。 

 

し
か
し
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
採
用
が
拡

大
し
て
い
く
中
で
、
組
合
は
臨
時
工
問
題
で

の
経
験
に
も
と
づ
き
な
が
ら
、
パ
ー
ト
の
新

規
採
用
を
拒
否
す
る
強
い
要
員
規
制
に
訴
え

る
な
ど
し
て
、
一
定
基
準
を
超
え
た
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
を
「
定
時
社
員
」
と
す
る
制
度
を

創
設
し
、
組
合
は
こ
れ
を
組
織
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
定
時
社
員
制
度
で
は
、
雇
用

保
障
が
強
ま
り
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の

合
理
化
時
期
に
お
い
て
も
、
定
時
社
員
が
解

雇
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う
。
定
時

社
員
の
組
合
へ
の
帰
属
意
識
と
仕
事
へ
の
意

欲
も
高
ま
り
、
本
工
と
重
な
る
職
務
を
担
う

よ
う
に
な
る
な
ど
、
定
時
社
員
は
次
第
に
「
内

部
化
」
し
て
い
っ
た
。 

 

し
か
し
、
八
〇
年
代
以
降
の
機
械
化
・
海

外
移
転
の
進
行
に
と
も
な
い
、
職
務
範
囲
の

限
定
性
と
勤
務
時
間
の
制
約
か
ら
、
定
時
社

員
と
な
っ
た
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
企
業
に
と

っ
て
硬
直
的
な
労
働
力
と
映
る
よ
う
に
な
り
、

八
五
年
以
降
の
円
高
を
契
機
と
し
て
、
業
務

請
負
や
社
外
工
の
利
用
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

雇
用
保
障
の
責
任
が
な
く
、
ま
た
、
賃
金
格

差
の
不
満
を
「
外
部
化
」
で
き
る
こ
れ
ら
の

労
働
力
は
、
も
は
や
定
時
社
員
に
望
む
こ
と

の
で
き
な
い
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
備
え
て

い
た
。 

 

ま
た
、
研
究
事
例
で
は
な
い
も
の
の
同
様

の
傾
向
を
示
す
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

中
部
地
方
の
あ
る
中
堅
半
導
体
・
電
子
部
品

メ
ー
カ
ー
の
労
働
組
合
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ

ク
後
の
合
理
化
に
お
い
て
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

が
解
雇
さ
れ
た
こ
と
を
反
省
点
と
し
、
パ
ー

ト
の
組
織
化
を
積
極
的
に
進
め
た
。
当
初
は
、
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使
用
者
側
は
組
織
化
を
認
め
ず
、
ま
た
パ
ー

ト
も
組
織
化
に
は
消
極
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、

現
在
で
は
パ
ー
ト
の
約
九
割
を
組
織
化
す
る

に
い
た
っ
て
い
る
。 

 

同
社
の
パ
ー
ト
は
高
い
技
能
を
持
ち
、
正

社
員
へ
の
登
用
制
度
も
存
在
し
て
い
た
も
の

の
、
近
年
の
不
況
を
背
景
と
し
て
、
企
業
は

パ
ー
ト
の
新
規
採
用
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
、

か
わ
り
に
請
負
社
員
が
増
加
し
て
い
る
と
い

う
。
同
社
に
お
い
て
パ
ー
ト
の
内
部
化
が
ど

の
程
度
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、

パ
ー
ト
の
組
織
化
が
、
企
業
の
「
脱
パ
ー
ト

化
」
を
ま
ね
い
た
事
例
の
ひ
と
つ
と
み
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
谷
川
二
〇
〇
三
）
。 

   

５
．お
わ
り
に 

 

以
上
の
例
は
、
組
合
に
よ
る
組
織
化
が
結

果
と
し
て
請
負
や
派
遣
へ
の
雇
用
シ
フ
ト
を

ま
ね
い
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例

は
製
造
業
で
あ
り
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
多

く
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
流
通
・
飲
食
業
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

雇
用
多
様
化
の
ゆ
く
え
を
考
え
る
上
で
は
重

要
な
材
料
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ

う
。 

 

国
内
に
お
け
る
雇
用
多
様
化
の
大
き
な
要

因
が
人
件
費
コ
ス
ト
で
あ
る
以
上
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
の
労
働
条
件
の
向
上
は
さ
ら
な
る

「
外
部
」
が
拡
大
す
る
要
因
と
な
る
可
能
性

が
高
い
と
い
え
よ
う
。
雇
用
多
様
化
の
趨
勢

が
続
く
中
で
、
非
正
規
の
労
働
力
を
横
断
す

る
包
括
的
な
対
応
の
道
筋
を
い
か
に
構
想
す

る
か
が
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
い
え
る
だ

ろ
う
。 

  〔
注
〕 
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．
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〇
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厚
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３
．
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４
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労
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一
九
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八
） 

   【
参
考
文
献
】 

 

禿
あ
や
美
「
電
機
産
業
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
を
め

ぐ
る
労
使
関
係
」
『
大
原
社
会
問
題
研
究
所
雑
誌
』

№
五
一
五
、
一
〜
一
七
頁
、
二
〇
〇
一
年
。 

 

厚
生
労
働
省
『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
総
合
実
態

調
査
』
二
〇
〇
一
年 

 

厚
生
労
働
省
『
労
働
経
済
白
書
』
二
〇
〇
三
年 

 

厚
生
労
働
省
『
労
働
組
合
基
礎
調
査
』
各
年 

 

厚
生
労
働
省
『
労
働
組
合
に
関
す
る
意
識
調
査
』

二
〇
〇
三
年 

 

谷
川
秀
夫
「
痛
恨
の
パ
ー
ト
解
雇 

そ
の
反
省
に

立
っ
て
―
Ｊ
Ａ
Ｍ 

浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
労
組
」
『
ひ

ろ
ば
ユ
ニ
オ
ン
』
№
五
〇
〇
、
二
〇
〜
二
二
頁
、
二

〇
〇
三
年 

　
山
下
充
「
雇
用
多
様
化
時
代
の
労
使
関
係
」（
労
働

政
策
研
修
・
研
究
機
構
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ

ー
）
二
〇
〇
四
年 

 

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
国
際
研
究
部
「
パ
ー

ト
に
関
す
る
一
八
の
疑
問
」
『
ビ
ジ
ネ
ス
・
レ
ー
バ

ー
・
ト
レ
ン
ド
』
二
〇
〇
四
年
三
月
号 

 

労
働
省
『
就
業
形
態
の
多
様
化
に
関
す
る
総
合
実

態
調
査
』
一
九
九
四
年
、
一
九
九
九
年 

 

労
働
省
『
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
総
合
実
態
調
査
』

一
九
九
〇
年
、
一
九
九
五
年 

 

労
働
省
『
労
働
組
合
活
動
等
実
態
調
査
』
一
九
九

一
、
一
九
九
八
年 
 

労
働
省
『
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
調
査
』
一

九
九
九
年 

 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉 

山
下
　
充
（
や
ま
し
た
・
み
つ
る
） 

　
明
治
大
学
経
営
学
部
専
任
講
師
。（
前
労
働

政
策
研
究
・
研
修
機
構
研
究
員
） 

 

主
な
論
文
著
書
に
「
雇
用
多
様
化
時
代
の

労
使
関
係
」
（
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
ペ
ー
パ
ー
、
二
〇
〇
四

年
）、
『
工
作
機
械
産
業
の
職
場
史
』（
早
稲

田
大
学
出
版
部
、
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。
専

攻
は
産
業
社
会
学
。 

特集 ＝ 「若年無業－ＮＥＥＴ」 
無業者・ニート対策の基本的提言 

若年無業者増加の実態と背景 
　―学校から職業生活への移行の隘路としての無業の検討 

社会的排除と若年無業 
　　　―イギリス・スウエーデンの対応 

大学生のキャリア選択 
　　　―その心理的背景と支援 

無業の若者のソーシャル・ネットワーク 
　　　　　　　　　　　の実態と支援の課題 

若者の就業・自立を支援する政策の展開と今後の課題 
　　　―無業者に対する対応を中心として 

厚生労働省編『平成16年版　労働経済白書―雇用の 
　　質の充実を通じた豊かな生活の実現に向けた課題』 

田中夏子・杉村和美著 
『現場発　スローな働き方と出会う』 

佐藤博樹・武石恵美子著 
『男性の育児休業―社員のニーズ、会社のメリット』 

労働文献目録 

 

工藤　定次 

小杉　礼子 

宮本みち子 

安達　智子 

堀　有喜衣 

伊藤　正史 
三上　明道 

久保　克行 

小倉　一哉 

田中　恭代 

労働政策研究・研修機構 

 

提　　言 

論　　文 

 

 

 

紹　　介 

書　　評 

読書ノート 

 

資　　料 

533 DEC. 200412特集 ＝ 「投稿論文特集2004 Part2」 
改革論議は事実から 

労働判例この１年の争点 

自己啓発が賃金に及ぼす効果の実証分析 

労働組合支持に何が影響を与えるのか 
　　―労働者の権利に関する理解に着目して 

製薬企業における女性研究者の育成と活用 
　　　　　　　　　―就業継続の可能性― 

パートタイム労働者の増加がフルタイム 
　　労働者の賃金プロファイルに与える影響 

柳田雅明著 
　『イギリスにおける「資格制度」の研究』 

岡伸一著『失業保障制度の国際比較』 

労働文献目録 

 

中村　圭介 

中窪　裕也・村中　孝史 

吉田　恵子 

原　ひろみ 
佐藤　博樹 

加藤　豊子 

岡村　和明 

八代　充史 

高畠　淳子 

労働政策研究・研修機構 

 

提　　言 

ディアローグ 

論　　文 

 

研究ノート 

 

書　　評 

資　　料 

532 NOV. 200411


